
資料1

学校用アンケー トの作問のねらい

Q2:そ の学校の酪農体験活動実施年度の、全学級数(全

学年合計のクラス数)を お答えください

(*プ ログラムを行ってないクラスも含めて全部で、で

す)

Q3:そ の酪農体験活動を実施した期間(時 期)を お答え

ください

そもそもの学校規模によって、学習活動に影響がありうると想定してい

る。大きすぎるクラス数、投入するスタッフ数、体験に出かける現場側

のキャパシティの問題等々。活動実施に影響するであろうし、制約に

もなりうる。

それは、本活動そのものへの影響(Q4と 連動)だけではなく、日常

的な学校そのものの雰囲気や学習活動のフットワーク、通気性、を形

作っているであろう。

活動は、「投入と成果、その即効性」であるとか、「INPUT⇒OUTP

UT」といった、単純化された図式や単線形では、実際の教育の効果

というものは描ききれない。実際に、単発の酪農体験活動を行ったの

か、ある程度の期間を設けて行ったものかによって効果の程度や効

果が表れてくる項目に違いが生じることが想定される。そこで、活動を

行った機関や時期を問うた。

Q4=実 施 した酪農体験活動 は、 どのような"単 「プログラムの活動規模」を問う。どのレベルの規模での活動か、それ

位"の 活動規模で したか?は 、大きすぎるクラス数、投入するスタッフ数、体験に出かける現揚側

のキャパシティの問題 制約になりうる。(Q2と連動。)

Q5=酪 農体験活動を行った牧場とは、これまで

にどれ くらいのあいだ活動をさせていただいて

きたのでしょうか?

Q6=学 校側で、中心となって担当していた、ま

たは、直接陣頭に立った教員は、酪農体験活動を

行った当該年度には、どのような立場の先生でし

たか?

Q7:実 施 した酪農体験活動は、以下のどの活動

が含まれていま したか?あ てはまるものすべ

てにOを つけて ください。牧場への訪問が1回 の

みの学年(学 級)は 「行った」の欄のみOを つけ

てください。複数回牧場を訪問している学年(学

級)は 、「行った」の欄には実施が1回 でもある

活動に、「毎回行った」の欄には毎回行った活動

にそれぞれO印 をつけて ください。

「その牧場との親和度」を測る。親和度が指標としてなににきいてくる

のか探索的に設ける。また、数年間にわたる継続的な取り組みがあっ

たのなかったのかによって、教育効果の程度が異なることも想定され

るために問うた。

学校側の担当がどのような属性かによって、その学習活動の進行も、

実施も、大きく左右されると考えられる。実は大きな要因ではないかと

考え位置づけてみた。また、教育効果を見る上で、継続的な取り組み

が行われてきたのかを知るうえでQ5都 の関連で見ていきたい。

酪農体験活動の効果は、実際に行われた活動の内容によって異なる

ことが想定される。また、その活動が継続的に行われてきたのかによ

っても異なることが想定された。そこで、これまでの実践報告の中で

取り上げられていた活動をすべて書き出し。その中で実際に行った

活動を書き出してもらうことにより、どの活動を行ったときにどのような

効果がどの程度生じていくのかを見ていこうとしたものである。

また、行った活動が継続的なものか、単発的なものかによってことな

った効果が見られるのかを見ていくことを目的に問うことにした。
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資料2牧 場用アンケー トの作問のね らい

Q2:そ の酪農体験活動を実施 した期間(時期)を

おおよそで結構ですからお答えください

活動は、「投入と成果、その即効性」であるとか、「INPUT→OUTP

UT」といった、単純化された図式や単線形では、実際の教育の効果

というものは描ききれない。実際に、単発の酪農体験活動を行ったの

か、ある程度の期間を設けて行ったものかによって効果の程度や効

果が表れてくる項目に違いが生じることが想定される。そこで、活動を

行った機関や時期を問うた。

Q3:実 施 した酪農体験活動は、どのよ うな"単

位"の 活動規模で したか?分 かる範囲でお答え は、大きすぎるクラス数 投入するスタッフ数 体験1こ出かける現捌 則

のキャパシティの問題 制約になりうる。(Q2と連動。)

Q4=酪 農体験活動を行った学校とは、これまで

にどれ くらいのあいだ活動を提供してきました

か?

Q5:牧 場側からの個人的見解 として、酪農体験

活動の児童・生徒のみなさんは、主体的に動いて

いた(自 分から働きかけていた)と 感 じました

か?そ れとも、受け身的だったと感 じました

か?

Q6.牧 場側か らの個人的見解として、酪農体験

活動を行った教員のみなさんは、主体的に計画を

行っていたと感じま したか?そ れとも、受け身

的だったと感 じましたか?

Q7:実 施 した酪農体験活動は、以下のどの活動

が含まれていま したか?あ てはまるものすべ

てにOを つけてください。牧場への訪問が1回 の

みの学年(学 級)は 「行った」の欄のみOを つけ

てくだ さい。複数回牧場を訪問している学年(学

級)は 、「行った」の欄には実施が1回 でもある

活動に、「毎回行った」の欄には毎回行った活動

にそれぞれO印 をつけてください。

のか探索的に設ける。また、数年間にわたる継続的な取り組みの有

無によって、教育効果の程度が異なることも想定されるために問うた。

牧場の側からある数量化された指標で、各学校の学びの実晴をとら

えようとしている。児童・生徒の酪農体験への取り組みの姿勢によっ

て、その効果がおおよそ計れないかと考えて問うものである。(Q6と

関連)

牧場の側からある数量化された指標で、各学校の学びの実庸をとら

えようとしている。教師の酪農体験を取り入れた学習活動の計画への

取り組みの姿勢によって、その効果がおおよそ計れないかと考えて

問うものである。(Q5との関連)

酪農体験活動の効果は、実際に行われた活動の内容によって異なる

ことが想定される。また、その活動が継続的に行われてきたのかによ

っても異なることが想定された。そこで、これまでの実践報告の中で

取り上げられていた活動をすべて書き出し。その中で実際に行った

活動を書き出してもらうことにより、どの活動を行ったときにどのような

効果がどの程度生じていくのかを見ていこうとしたものである。

また、行った活動が継続的なものか、単発的なものかによってことな

った効果が見られるのかを見ていくことを目的に問うことにした。
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資料3 酪農体験活動一覧

実施した活動に0
毎回 行 った

行 った
(複数 回訪
れた学 校の
み)

活動 活動の主な内容

牛舎内見学 ・牛舎の中の様子や牛舎内での作業手順などを知る。

牛(子 牛)と の ふ れ ・生 後1～3ヵ 月 の子 牛 と散 歩 を す る 。

あい ・牛(子 牛)を な で た り、 話 しか け た りす る 。
・哺 乳 瓶 や バ ケ ツ を便 って 子 牛 に ミル ク を与 え る 。

子牛の哺乳
・子 牛 に 自 分 の 指 を 吸 わ せ る 。
・子 牛 の行 動 を観 察 す る 。

牛舎の清掃
・糞 掻 き を 使 って 牛 床 に た ま っ た糞 を 掻 き出 す 。

・乾 し草 を 直 接 手 で あ げ た り、散 らか って い る 乾 し草 を ほ う きや
ス コ ッ プ で 集 め て 牛 の 口 元 に戻 した りす る

給餌
・牛が餌を食べている様子を観察する(食 べぶりで健康状態を確

認 す る)。
・配 合 詞 料 を 作 る 。

・ブラシをかけて毛並みを触って確かめながら毛並みを整えた
ブ ラ ッ シ ン グ り 、 牛 の 体 に つ いた 糞 を 取 った りす る 。

・指 を使って乳探 りの練習を行う(① 左手の親指を乳房に見立て

る②親指の付け根を、右手の親指と人差し指でギユツとにきる③
中指 、 薬 指 、 小 指 と順 番 に 閉 じて い く)
・手 搾 りで 行 い 、 片方 の 手 で ミル ク を 受 け る

乳搾 り ・ミル カー(搾 乳 柵)で 搾 乳 す る桟 子 を観 察 し一 頭 の 牛 か ら搾 れ

る牛 乳 の量 を 確 か め る 。

・聴 診 器 で 自 分 や 友達 の 心 音 を聴 き 、 牛(子 牛)の 心 音 を 聴 く
心音や胃音の確認 ・聴 診 器 で 胃 の 蠕 動 音 を 聴 く。

・堆肥場へ移動し、糞尿の処理と堆肥作りの説明を受け循環型の
堆肥舎見学 農 業 に つ い て 学 ぶ 。

出産観察
・出 産 の様 子 を観 察 し、 生 まれ た ば か りの 子 牛 が 立 ち 上 が る ま で

の 様 子 を 見 る 。

ロー ル ペ ー ル(サ イ ・大 き な草 の ロー ル が 一 瞬 の うち に 出 来 上 が る 様 子 を 見 学 す る 。
レー ジ)

・雲 の 動 き や 空 、 ホ 滴 や 水 溜 り、 樋 物 の 観 察
・鳥 の 鳴 き 声 や 風 の 音 を聴 く体 験 を行 う 。

牧草地の散策(自 然を ・力 エ ル や バ ッ タ な どの 小 動 物 との ふ れ あ い
体感する) ・寝 転 ん だ り走 り回 った り 、 靴 とば し を した り す る 体 験 を行 う 。

・放 牧 され て い る 牛 の 健 康 状 態 を見 て い く。

・犬 、 羊 、 う さ き 、 鶏 、 や き 、 ポ ニ ー な ど の 動 物 とふ れ あ い 、 餌

小勤物とのふれあい を あ げ た り観 察 した りす る 。
・聴 診 器 で 自分 の 心 音 とヤ ギ の 心 音 を聴 き 比 べ た りす る 。

・搾 乳 機(ミ ル カ ー) 、 サ ブ ヒー ル 、磁 石 、 塩 、 耳 標(イ ヤ ー タ

グ)、 デ ィ ッ ピン グ ピ ン 、 ヘ イ キ ュー ブ 、 ビー トパ ル プ 、 配 合 飼

料 、 キ ー パ ー 、 体 重 推 定 尺 な どの 名 称 や 働 き を 知 った り、 実 際 に

牧場の道具の観察 触 っ た りす る 。
・ミ ル カ ー の 口 に 指 を入 れ て 吸 引 力の 強 さや 搾 られ る と き の 感 触

を 確 か め る 。

説 明 用 の タ ペ ス ト リー

を便った学習事例

バ タ ー 作 り

ア イ ス ク リ ー ム 作 り

カ ッテ ー ジ チ ー ズ 作 り

ヨ ー グ ル ト 作 り、

牛追い
・牧 区 か ら 牧 区 に 移 動 さ せ た り、 放 牧 を す る た め に 牛 を 追 い か け
る 。

・体 重 推 定 尺 で 牛 の胴 回 り を測 る 。
牛の体重測定 ・酪農家が体重推定尺で牛の胸囲を測る様子を見ておおよその体

重 を 推 定 す る 。

生命EM生
・牛の凍結精液や受精卵を顕微鏡で観察する。

・牛 舎 を 整 え 、 清 掃 を す る
・哺 乳 と餌 や り を す る(生 後1ヶ 月 ぐ ら い か ら ミル ク と草 を与
一

え 、

子牛を育てる 生 後2ケ 月 ぐ ら い か ら草 の み を 与 え る)
・糞 の 始 末 をす る 。

・い つ も と 変 わ っ た様 子 が 健 康 管 理 を行 う 。
・子 牛 と ふ れ あ っ た り、 散 歩 を した りす る 。
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